ロカ 者なん でしよう。 事件の 性格が そうなんで すね。 

荏 原の 銀行で は、 マン マと 薬品 をの まされた けれども、 

薬の キキメ が 現れない。 そこで 支店長と 三十 分 ほど 世 

間 話 をして いたそう です ね。 中 井の 銀行で は、 疑って 

薬 をのんでくれ ないから、 これ も 三十 分 ほど、 支店長 

と 世間話 をして、 マァ、 チ ヨット、 消毒 だけし とき ま 

しょうと、 小切手 だかに、 チヨ ィ/^ /\ と フン ム器 

みた いなもので 消毒し たんだ そうです ね。 

ッ ラッラ 失敗の あと を尋 ぬるに 敵 を 信用せ しめる 

レ ツキと した マ ー ク 入りの 腕章がなかった。 又、 附近 

に ホン モノの 病人が いて、 その 病人の 住所 姓名 を 心得 



遍歴し つ V けた かも 知れません。 その 程度に トン マな 

先生の ように 私 は 思いました。 

然し、 椎名 町で、 ィザ、 成功して みると、 あまりに 

も、 現実に、 かの 先生の 目の前に 展開した 出来事 は 凄 

すぎました。 

この 凄味 を 正確に、 予想して はいなかった ほど、 こ 

の 先生 は トン マな ように 思われます。 ィザ、 目の前に 

展開した 出来事 は あまりに も 凄す ぎた ですから、 先生 

は、 慌てた。 手近かに あった 小金 だけし か 持ち帰る 算 

段が つかなかった ほど、 彼 は、 つまり、 事件 そのもの、 

兇悪な 結果 を、 事前に 認識して いなかった のでしょう。 



あって、 私 は 呆れて、 腹 も 立たない のでした。 こうい 

う トン マな 先生に、 マン マと マグレ 当りに、 してやら 

れた 十二 名の 被害者 は 気の毒です。 犯人 先生 も、 わが 

犯罪の 余りの 凄味に 驚き 呆れた と 思います。 

にも拘らず、 たった 一万 七 千円 かの 小切手 を 翌日 ノ 

コ ノコと、 筆蹟 を 隠さぬ らしい 署名 をして 受けと リに 

出かける と はよ つぼ ど 金が ほしかった のでしょう。 こ 

の 小さな 金額 を 得る こと、、 この 大罪 人と して 捕われ 

る こととの 計算す らも 立たない ほど、 彼 は トン マで、 

た、 V、 もう、 金に 目が くらんで いたのでしょう。 

この 一事 だけで も、 私 は 犯人の ノン キさ、 トン マ さ、 
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